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(論文 内容 の要 旨)

従来の対話研究の多 くは,対 話を通 して何 らかのタス クを遂行する課題遂行対話

を対象としてきた.一 方,ホ ーム ロボ ットのようなアプ リケーションでは,課 題遂

行対話だけでな く,話 す こと自体 を目的 とした非課題遂行対話も求められる.こ の

ような背景か ら,本 論文 では,人 と話す こと自体を 目的 としたロボットの実現に向

けて雑談対話の課題に取 り組む.

まず,会 話分析的な立場か ら 「いか に して盛 り上がる雑談を実現するか(雑 談の

盛 り上が りに寄与する発話 は何か)」 お よび 「そ もそ も雑談 とは何か(雑 談に特徴的

な発話は何か)」 とい うふたつの課題 を明 らかにする.び とつめの課題 に対 しては,

人間同士の雑談対話を収集 し,対 話の盛 り上が りと発話 との関係を調べた.そ の結 ぺ

果,「感情を表現す る発話」や 「協調的な発話」などが盛 り上が りと関係することが

分かった.ま た,ふ たっ めの課題に対 しては,人 間同士 の課題遂行対話 と雑談対話

を収集 し,両 者におけ る発話のや りとりを比較することで雑談対話に特徴的に出現

する発話を解明 した.そ の結果,雑 談対話では 「働 きか け/応 答」の発話が多 く出

現することが分かった.雑 談対話では,話 者が 自然に発話のや りとりを継続 しよう

とすることが原因と考えられる.ま た,「間接応答」および 「問い返 し」のほとんど

が 「働きかけ/応 答」発話になることも明 らか となった.

次 に,工 学 的な立場か ら,会 話分析か ら雑談 に重要 と分かった 「感情を表現する

発話」を対象 として,ユ ーザ発話の意味する感情を推定する手法を提案する.具 体

的には,感 情極性(ポ ジティブ/ネ ガテ ィブ)を 推定 した後 に,感 情(嬉 しい,悲 し

いな ど10種 類)を 推定 する手法を提案 した.ま た,感 情極性や感情 を推定す る際に

は,WorldWideWebか ら自動獲得 した 「感情生起要 因コーパス(感 情生起の要因

となる事例集)」 を用いた.評 価実験の結果,我 々の提案手法によ り,従 来手法 よ り

有意 に高い精度で感情推定できることが確認された.



氏 名 徳久 良子

(論文審査結果の要旨)

平成21年7月6日 に開催 した公聴会の結果を参考に平成21年8月27日 に本博士

論文 の審査を行 った.以 下の とお り,本 博士論文は,提 案者が独立 した研究者 とし

て,研 究活動を続けてい くための十分な素養を備えていることを示すものと認める.

徳久 良子 は,本 博士論文 において,将 来のロボッ ト対話等で必要になると考えれ

る非課題遂行対話(雑 談対話)を 円滑 に進めるために どのよ うな要素が必要かという

問題を扱っている.会 話分析を詳細に行 うことによって,対 話の盛 り上が りを支え

るのが感情に関する共感などを示す発話であることを明らかにした.そ して,感 情

に関す る表現を 自動認識 するための知識をWorldWideWeb上 の様々な言語デー タ

か ら獲得するための手法を提案 し,そ の有効性を確認 した.本 学位論文の成果は次

のよ うにまとめることができる.

・特定の遂行課題を もたない人間同士の会話事例の分析を詳細に行った.談 話行

.一為や修辞構造以外 に,対 話の盛 り上がりに関するアノテ≡ショ.ン基準を設定 し一

て実際にアノテーションを行い.「感情 を表現する発話」や 「協調的な発話」が

盛 り上がりと深い関係にあることを示 した.さ らに,非 課題遂行対話 コーパス

以外に課題遂行対話コーパスを収集 し,そ れ らを比較することによって,非 課

題遂行対話では,働 きかけおよび応答 についての発話が多 く,こ れ らが対話に

継続 に寄与 していることを明らかにした.

・会話分析を通 じて重要性が明 らかになった 「感情を表現する発話」は,ロ ボッ

トと人 間の間の対話 でも重要な要素である.そ のため,ロ ボッ トは,人 間の

発話が含意する感情を推定する必要がある.本 論文では,ま ず,WorldWide

Web上 存在す る様々な言語 デー タか ら 「感情生起要因コーパス」を自動収集

した.そ して,そ れを用いて感情極性 の推定 と10種 類の感情を推定する2段

階の分類手法によって感情推定する方法提案した.さ らに,提 案手法が,従 来

考え られていた1段 階の推定手法よ りも高い精度で感情推定が可能であること

を示した.

このよ うに,本 論文では,特 別な課題を 目的 としない 自由な対話を円滑に進める

ための要因を会話分析によって明らかにし,さ らに,そ れに必要 な知識を 自動獲得

す るための手法を提案している.本 研究 は,非 課題遂行対話に対する新たな視点を

切 り開いたという意味で独創性が高 く,し か も潜在 的な実用性を有 してお り,対 話

研究 において高い貢献 があると評価する.

よって,本 論文 は,博 士(工 学)の 学位論文 として価値 あるものと認める.


